奄美大島における子育て環境 第一報 : 奄美大島における保育所通園児の母親を対象にした調査報告 by 坪井 敏純
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61人 80人 141人 495人 188人 33人 153人
10歳代 0.0 0.0 0.0 0.8 0.5 3.0 0.0 
20歳代 19.7 23.8 23.4 27.9 25.0 33.3 22.9 
30歳代 70.5 62.5 64.8 58.8 63.3 54.6 65.3 
40歳代以上 9.8 13.7 11.7 12.5 11.2 9.1 11.8 
3. 家族構成








61人 80人 141人 495人 188人 33人 153人
夫婦と子ども 80.4 72.6 73.8 76.2 79.3 81.7 79.0 
夫婦と子どもと親族 9.8 12.5 12.4 7.7 10.3 6.1 11.1 
夫婦と子どもと非親族 1.6 3.7 2.8 0.4 0.0 0.0 。。
母親または父親と子ども 0.0 5.0 2.8 8.3 5.3 0.0 5.2 
母親または父親と，子どもと親族 6.6 2.5 5.5 6.1 2.7 0.0 3.3 
母親または父親と，子どもと非親族 0.0 3.7 2.8 0.4 0.5 0.0 0.7 
その他 0.0 0.0 0.0 。。 0.0 6.1 0.7 
4. 子どもの数
表4は一世帯の子どもの数の割合を示したものである。へき地では 3人以上が50%を超えておりその
割合は名瀬市や名瀬市以外に比較して多く，有意差が認められたcげ=35.605， df = 1， p < 0.01， 








61人 80人 141人 495人 188人 33人 153人
1人 9.8 8.8 9.7 24.2 24.5 18.2 25.5 
2人 42.6 33.7 37.9 41.8 42.0 48.5 40.5 
3人以上 47.6 57.5 52.4 33.9 33.0 33.3 33.3 


































9.9 13臼 6.1 15.8 
表7は母親の奄美大I号での居住年数を尋ねた結果である。名瀬市内の保育所ではこの調査項目がな¥/'1 
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ため記載していない。 10年以上と10年未満に分けて比較すると，へき地保育所の無職者は有職者と比べ
10年以上が少なく， 10年未満が有意に多い Cx2= 4.473， df = 1， p < O. 。同様にへき地保育所の無




く，ついで名瀬市以外，へき地と減少していく=40.169， df = 2， p < 0.01)。パートタイム勤務
については，名瀬市と名瀬市以外には有意な差は無いが，へき地全体では他の地域(名瀬，名瀬市以
外)と比べてパートタイム勤務の割合が少なく宥意な差が認められた=17，527， df = 2， 















14.3 37.9 29.0 
31.4 41.6 36.6 44.4 






















































































が認められ Cx2= 12.799， df = 1， p < 0.01) ，へき地全体と名瀬市にも有意差が認められた Cx2
82.14， dfニ1， p < 0.01)。へき地の無職者は他の地域と比べ居住年数が少なく，転入者の多いことが
近隣の人間関係やその地域に慣れていないことが原因ではないかと推測される。この点は「家族・親族
問の人間関係について」ではへき地の無職者が有職者と比べて悩みのーっとしてあげている割合が多い
ことにも共通している Cx2= 3.886， df = 1， p < 0.05)。
「住んでいる場所や地域の環境についてJでは，地域聞に有意な差が認められた Cx2= 5.616， 
df = 2， p < 0.05)。過疎化の程度が関係すると推測できるが，生活の利便性がやはり問題なのであろ
つ。
表1 悩みや不安の内容(%)




33人 48人 81人 348人 121人 16人 105人
自分の健康について 18.2 25.0 22.5 22.1 25.6 6.3 28.6 
家族の健康について 42.4 39.6 41.3 39.9 36.4 56.3 33.0 
老後の生活設計について 9.1 6.3 7.5 16.7 16.5 6.3 18.1 
今後の生活費や資産の見通しについて 36.4 52.1 45.0 46.6 41.3 50.0 40.0 
家族の生活について(育児，教育，進学，就職，結婚など) 54.5 52.1 53.7 57.2 56.2 87.5 51.4 
家業や事業の経営について 3.0 10.4 7.5 12.1 14.9 。。 17.1 
自分の生活について(教育，就職，結婚など) 15.2 12.5 13.7 12.1 9.9 12.5 9.5 
現在の収入や資産について 33.3 18.8 25.0 26.1 24.0 18.8 24.8 
近隣・地域の人間関係について 48.5 12.5 26.3 4.0 11.6 6.3 12.4 
家族・親族聞の人間関係について 27.3 10.4 17.5 22.1 20.7 31.3 19.0 
勤務先での仕事や人間関係について 0.0 22.9 13.7 20.4 13.2 0.0 15.2 
子育てと仕事等の両立 15.2 37.5 27.5 46.6 34.7 6.3 39.0 
住んで、いる場所や地域の環境について 39.4 22.9 30.0 8.6 15.7 6.3 17.1 






に対する要望は高く，へき地全体と名瀬市 Cx2= 18.137， df = 1， p < 0.01) ，へき地全体と名瀬市以









は2= 3.348， df = 1， p < 0.1)。またへき地でも無職者の方が有職者よりもこれを望む傾向が高い傾









(自分の，あるいは夫のじ週休 2: 31.6 I 38.8 I 34.3 I 24.2 3ロV ワI 
日などを含む)
出産費用の補助 12.7 19.0 16.5 17.8 32.0 39.4 ~iO.6 
育児手当の充実 52.7 45.6 48.9 19.8 46.4 36.4 18<3 
保育園の充実(利用しやすい，子育てのニーズに 47.3 60.8 55.6 34.9 38.7 27.3 1J品
合った，保育内容の光実など)
職場の保育施設を設置あるいは充実 27.3 17.7 I 21.8 19.2 22.7 24.2 22.4 
公共施設内の託児室の設置や充実 40.0 24.1 30.8 23.3 26.0 39.4 23.1 I 
ベビーシッターの普及 9.1 7.6 8.3 6.4 8.3 6.1 8.8 
近隣同士でヲ子育てを助け合うような関係 23.6 19.0 211 14.0 13.8 18.2 12.2 
子育ての相談機関の充実 18.2 12.7 14.3 12.0 8.3 12.1 7.5 
父親が子育亡できるような勤務体制 25.5 23.3 19.4 19.9 21.2 190 I 
夫の応分な家事負担 21.8 22.8 22.6 24.0 26.5 12.1 29.9 
住宅や生活環境の改善 20.0 27.8 24.8 16.5 1.8.2 33.3 15 0 
近隣の自然環境の整備 18.2 22.5 20.3 i 12.2 9.9 9.1 9.5 
出産 e 育児情報を得やすく 10.9 3.8 6.8 6.2 5.0 15.2 2.7 
その他 3.6 1.3 2.3 3.1 1.7 3.D 
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ある。統計的には名瀬市と名瀬市以外の問には有意差は無いが，へき地と名瀬市の|親戚」の選択率に
られた Cx2= 30.022， df二 1，p < 0.01)。
の情報ということであれば「保育士jの役割が期待されるわけであるが，保育士の選択率をみ
るとツ名瀬市と名瀬市以外の間にはその割合に有意差は無いが，へき地は名瀬市に比べて有意に低い































65.2 71.4 66.9 
26.8 21.9 25.8 27.3 25.7 
8.0 6.6 8.8 15.2 7.4 


















無職 有職 全体無職 有職
36人 55人 346人 124人 21人 102人
保育料を安く 8.3 16.4 67.6 61.3 71.4 59.8 
入国の手続きを簡単に 8.3 3.6 32.4 18.5 28.6 15.7 
産休明けにも入れるように(0歳の乳児でも入れるように) 16.7 14.5 11.6 13.7 9.5 14.7 
休日・祝日にも保育を 5.6 27.3 26.9 19.4 14.3 20.6 
保育料を税金の控除対象に 5.6 12.7 40.2 22目6 9.5 25.5 
いつでも入れるように 19.4 23.6 12.7 13.7 33.3 9.8 
子どもが軽い病気の時には預ってほしい 2.8 14.5 31.2 22.6 19.0 23.5 
在園児でなくても，親が急病・急用などの時に，一時的に利用できるように 38.9 14.5 16.8 24.2 47.6 19.6 
育児相談や育児に関する情報を提供してほしい 11.1 5.5 7.8 7.3 0.0 8.8 
保育園の閉閣時間をもっと遅く 36.1 56.4 10.7 20.2 14.3 21.6 
保育闘の関所時間をもっと早く 16.7 32.7 3.2 6.5 4.8 6.9 
保育園が近所にほしい 8目3 9.1 2.0 2.4 。 2.9 
母親の苦労を保母さんがもっと理解を 5.6 0.0 4.9 11.3 9.5 11.8 
小学生を放課後，一定時間受入れてほしい(学童保育など) 5.6 23.6 19.4 19.4 4.8 22.5 
入園定員を増加(待機することが無いように) 2.8 7目3 2.0 2.4 4.8 2.0 
保育園の施設・設備を改善 33.3 20.0 13.9 9.7 4.8 10.8 
保育の内容を充実 22.2 16.4 10.7 10.5 4.8 11.8 
保育園での子どもの様子をもっと教えてほしい 55.6 54.5 31.8 25.8 9.5 28.4 
働いてなくても預けられるように(就業の予定者も含む) 13.9 5.5 22.8 17.7 33.3 14.7 
障害児の受入れ 2.8 1.8 4.6 2.4 4.8 2.0 
保母の数を増やしてほしい 30.6 30.9 12.7 12.1 9.5 12.7 
夜間にも利用できるように 19.4 1.8 7.2 8.1 0.0 9.8 
給食を改善 5.6 27.3 1.4 0.8 0.0 1.0 
保育園の保育や行事などで，保護者の負担を少なく 5.6 1.8 10.4 10.5 0.0 12.7 
その他 0.0 12.7 7.8 4.8 4.8 4.9 
L ← 
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と名瀬市以外での職者だけで比較すると，保育所に対する要望事項で大きな差が見られるのは
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取るために必要な保育士の数と言う点から検討すべき問題である。






園児の母親を対象とした調査 鹿児島女子短期大学研究紀要第35号， 117 ~ 146 




里六郎 1999 過疎地における保育所の実態と課題 保育白書: 草土社 Pp152-155 
捜井慶会 2000 過疎地の保育所のあり方と今後の問題 保育年報全国社会福祉協議会































l. J人( 番目 歳)
2. 2人( 番目 歳)と( 番目 歳)

















































2. わからない z どちらとも言えない
3η 悩みや不安を感じていない




























1 5 どちらかと言えばそう思う 6 そう思わない 7 まったくそう忠わない ( 




( 1 ) 自分の時間を子どもに取られてしまう 2 3 4 5 6 7
( 2 ) 子どもの成長が楽しみである 2 3 4 5 6 7
( 3 ) 育問やしつけなどの自信がない 2 3 4 5 6 
( 4 ) 子どものことについてよく夫婦で話し合う 2 3 4 5 6 7 
(ら) 育児以外に楽しみや趣味を持ちたい 2 3 4 5 6 7 
( 6 ) 児は楽しい 2 3 4 5 6 7
( 7 ) なんとなくいらいらする 2 3 4 5 6 7
( 8 ) 子どもを育てるためにがまんばかりしていると思う 2 3 4 5 6 7 
( 9 ) ----~緒に育児をしてくれている 2 3 4 5 6 7 
(10) どもの生活態度や性格が心配 2 3 4 5 7 
向島市首園'園e・占・島也0・，岨...個匝..世.司副..，..・0・・・.匂'也@・.........岨0....・0・.也・4・固 はい← 予いいえ
(11 ) 子供を持って自分も成長した 2 3 4 5 6 7 
育児は身体が疲れる 2 3 4 5 6 勺
(13) 親族など周聞の「渉がわずらわしい 2 3 4 5 6 7 
(14) 自分の生きがいは育児だけではない 2 3 4 5 6 7 
(15) 育担は母親の責任が一番大きい l 2 3 4 5 6 7 
(16) 子どもの性格が自分とあわない 2 3 4 5 6 
(17) 毎日毎日同じことの繰り返ししかしていないと思う 2 3 4 5 6 7 
(18) 育児は有意義な仕事である 1 2 3 4 5 。ρ 7 
(19 ) 育問ノイローゼになる心境に共感で、きる l 2 3 4 5 6 7 
(20) 子どもが自分になつかない 2 3 4 5 6 7 
.，・..明白曹司。.・・ e・.，.ゅ..・....・e・ι...・...・B告.岨・ 0・..................伺....・‘，...... L旦と二一一二主旦J
) 自 人で子どもを育てているのだという圧力感を感じてしまう 2 3 4 5 6 7 
(22) 子どもの健康や体力に不安 2 3 4 5 6 7 
( 夫は家事に協力的である 2 3 4 5 6 7 
(24) なかなか気分転換ができない 2 3 4 5 6 7 
(25) 子育てに充実感がある 2 3 4 5 6 7 
(26) 子育ての情報が少ない 2 3 4 5 6 









































1.ある 2. ない 3.わからない
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間16.利用しやすい保育園
問15で r1 Jの「あるjと答えた方にお尋ねします。その他の方は「問17Jに進んで下さい。
[質問] 保育園を利用しやすくするために，保育園や保育の制度などに関して，どのような要望があり
ますか。 6つ以内を選んで、 当てはまる所の番号をOで囲んでください。
1.保育料を安く
2.入国の手続きを簡単に
3.産休明けにも入れるように(0歳の乳児でも入れるように)
4.休日・祝日にも保育を
5.保育料を税金の控除対象に
6.いつでも入れるように
7.子どもが軽い病気の時には預ってほしい
8.在園児でなくても，親が急病・君、用などの時に，一時的に利用できるように
9.育児相談や育児に関する情報w提供してほしい
10.保育園の閉閣時間をもっと遅く
11.保育園の関所時間をもっと早く
12.保育園が近所にほしい
13.母親の苦労を保母さんがもっと理解を
14.小学生を放課後，一定時間受入れてほしい(学童保育など)
15.入固定員を増加(待機することが無いように)
16.保育園の施設・設備を改善
17.保育の内容を充実
18.保育園での子どもの様子をもっと教えてほしい
19.働いてなくても預けられるように(就業の予定者も含む)
20.障害児の受入れ
21.保母の数を増やしてほしい
2.夜間にも利用できるように
23.給食を改善
24.保育園の保育や行事などで，保護者の負担を少なく
25.その他;さしっかえなければ下にお書き下さい
問17.配偶者(夫)のいらっしゃる方にお尋ねします。
あなたは夫の育児や家事の協力に対してどの程度満足していらっしゃいますか。当てはまる所の番
号をひとつだけ選んでOで囲んで下さい。
1.満足している
2.少し満是している
3. どちらともいえない。わからない
4.少し不満である
5.不満である
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問18.へき地保育所を利用されている方だけに伺いします。
i平井敏純
へき地保育所を利用する理由の中で，次の選択肢のうち大きな理由を 2つ以内
1.利用しやすいところに(近隣，あるいは仕事場の近くなどに)認可保育所が無い
2. この地域では，以前からこの保育所を利用している
3.保育学iのわが少ない
4. こ や仕事に不都合は無い
5. 入りたい認可保育所に空きが無い
6.少人数の保育が良い
7. 地域や自然などの保育環境が良い
8. この保育所以外に入閣の許可が下りない
9. 主力維闘が?)~いから
10.特に考えたことは無い
11.わからない
12. その他(去し支えなければ，下に理ri]をお書きドさい)
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くださし、。
以!こです。ご協力ありがとうございました。
